「引き継ぎ書」作成にあたって　
1． 対象者

益田市に住所のある、保育園（所）・幼稚園年長児・小学校6年生・中学校3年生の内、以下の項目に該当する特別な支援を要する幼児・児童・生徒。（生徒指導上の支援を要する者は除く。）ただし、保護者が「引き継ぎ書」による引き継ぎを希望することを前提とする。
　　　　・障がい児保育対象者
　　　　・発達促進保育対象者
　　　　・就学相談実施者

・児童デイサービスを利用している者

　　　　・特別支援学級在籍者

　　　　・通級による指導を受けている者

　　　　・にこにこサポート事業対象者

　　　　・学校教育支援員等、特別支援教育に関する支援員による支援を受けている者

　　　　・特別支援学級の弾力的運用制度を利用している者
　　　　・その他、校内（園内）委員会で検討し、保護者了解の上、何らかの支援を受けている者
2． 引き継ぎ書類

　　　ケース１：引き継ぎ書＋「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」など
　　　ケース２：引き継ぎ書のみ
3． 実施機関および方法

○市内全機関（保・幼・小・中）において実施する。

　　　○該当機関から次の所属機関へ直接引き継ぐ。
　　※児童デイサービス「あゆっこ益田」利用者の引き継ぎ書類は、一括して学校教育課を経由して該当校に送付。
4． 留意点

　この「引き継ぎ書」は、関係者が集まって引き継ぎの会をもち、当該幼児児童生徒にとって必要な支援が途切れることがないよう話し合う際に使うものです。次の点に留意し、作成・活用してください。
　　　　・特に伝えておきたい支援等について、簡潔に記入してください。
　　　　・「引き続いて取組をしてほしい事柄」に記入された内容については、次の機関において十分検討されたあと、「具体的な取組の方法」として内容が決定されます。特に人員配置や教育課程に関する内容については、それを保証するものではないことにご留意ください。
　　　　・記入した「引き継ぎ書」を保護者に見せ、この情報を次の就学先へ引き継ぐことの了解をとります。

　　　　・引き継ぎ元は、「引き継ぎ会」において引き継ぎ終了後、「引き継ぎ書」のみ複写したものを1年間保管し、所属機関移行後の連携に役立てます。
・「引き継ぎ書」は引き継ぎ先で保管し、複写したものを保護者に渡します。
　　　　なお、具体的な引き継ぎ手順については、裏面の表を参考にしてください。
5． その他

「引き継ぎ書」等の電子データが必要な場合は、以下の方法でご活用ください。
小・中：サイボウズ→ファイル管理→教育委員会→特別支援教育→「引き継ぎ書」よりダウンロードしてください。
保・幼・その他の機関：益田市教育委員会学校教育課宛てに空メールを送っていただくと、折り返し、
　　　　　　　　　　　データ送信します。　E-mail：kyouiku@masuda‐school.ed.jp
※「引き継ぎ」の具体的な手順

	実施時期のめやす
	所属機関がすること
	保護者がすること

	３月

上旬

中旬

下旬


	（引き継ぎ元の所属機関で）
・「引き継ぎ書」の表面に必要事項を記入する。
・引き継ぎ先の所属機関と連絡を取り合い、引き継ぎ会について日程調整をする。（中→高は合格発表後。）
引き継ぎ会

［参加者の例］

（元）担任あるいはコーディネーター

（先）コーディネーターあるいは管理職
・「引き継ぎ書」をもとに、支援内容を引き継ぐ。参加者はサインをする。引き継ぎ元は複写を持ち帰り、1年間保管する。
・保幼該当児については、併せて該当児の様子について観察する。
・「あゆっこ益田」利用者については、引き継ぎ先の所属機関が直接「あゆっこ益田」に引き継ぎに行く。

・引き継ぎ先の所属機関は、引き継ぎが終了したことを保護者に伝え、必要に応じて、入学までの予定（保護者懇談や入学前体験登校など）について相談する。
	・所属機関の記入内容を確認し、「引き継ぎ書」の裏面に必要事項を記入する。確認のサインを
する。
・必要に応じて、入学前に懇談や本人の体験登校をおこなう。


	４月

上旬

中旬

下旬

　以降

	（引き継ぎ先の所属機関で）

・校内委員会で支援内容・方法について検討する。「引き継ぎ書」の「具体的な取組の方法」欄に必要事項を記入する。

・「引き継ぎ書」の複写を保護者に渡す。

・必要に応じて、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成する。

・指導および支援を開始する。
	・「引き継ぎ書」の複写をもらう。
・必要に応じて、「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」をもらう。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年3月改訂）
